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目的 悪性黒色腫で脳定位照射施行後の成績と予後の解析を行う 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング ピッツバーグ大学癌センター 
対象者 悪性黒色腫で脳転移を生じ、脳定位照射を施行した 60 例 

単発（60%）、多発(40%) 
全身状態：平均 KPS 90 (50-100) 
 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） 脳定位照射（全例）：平均辺縁線量 16.4 Gy (10-20) 
全脳照射(51 例)：33.7 Gy(12.5-54) 
外科的切除(15 例) 
化学療法(45 例) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 生存期間 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 局所制御率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3 全脳照射の生存に与える影響 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
4 毒性 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

全例の平均生存期間：7 か月 
頭蓋外活動性病変、単発の脳転移例の予後は良好（15 か月） 
全脳照射の生存期間延長への意義は見られなかった 
全脳照射は新病変出現を抑制する効果あり（23% vs. 44%） 
4 例だけが脳定位照射を行った腫瘍が直接の原因で死亡した 
重篤な遅発性毒性は見られなかった（3 例腫瘍出血あり） 

一次研究の 8 項目 

結論 

悪性黒色腫の脳転移例には定位照射は有効であり、安全性も高い。

単発症例では脳定位照射単独治療が良いであろう。 



備考 
 

レビューワー氏名 鹿間直人 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

定位照射を施行した症例のみの後ろ向き解析であり、患者選択にか

なりの偏りが生じている可能性があり、脳定位照射の意義や全脳照

射の意義を検討するのは困難。毒性の評価はある程度可能。 
症例数が少なく、多変量解析にも限界あり。結果は妥当なものとは

思われるが。 
レベル ＩV 

 




